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• 東京大学 大学院情報理工学系研究科
附属ソーシャルICT研究センター 准教授

• 静岡大学 土木情報学研究所 客員教授
• 専門分野

– ユビキタスコンピューティング
– 交通情報学

• 経歴
– 静岡県掛川市出身
– 2002 慶應義塾大学 環境情報学部卒
– 2009 博士（政策・メディア） 指導教員： 慶應義塾大学 徳田英幸教授
– 2008-2010 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特別研究助教
– 2010-2013 鳥取大学 大学院工学研究科 助教
– 2013-2019 東京大学 生産技術研究所 助教
– 2019-2021 東京大学 生産技術研究所 特任講師
– 2021-現在 現職

• 資格
– 運行管理者（旅客）
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公共交通（主にバス）のオープンデータ整備が進行中

路線 時刻 運賃

「標準的なバス情報フォーマット」（世界標準のGTFS互換）でデータ整備

リアルタイム

乗換案内・MaaS サイネージ・印刷物等 交通分析・計画

バス業界において「標準化」「オープン化」が同時に進行中



• 県庁、市役所、地元IT企業等とGTFS、GTFSリア
ルタイムによるオープンデータ化を実現
– Google Mapsへ提供可能に

• アイデアソン、ハッカソンで地域でのデータ活用
を目指す

2014年〜 静岡県でコミュニティバスのオー
プンデータ化の取り組み
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2018年11月：30

2019年2月：90 2019年7月：126

2018年7月：23
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オープンデータ提供事業者数

本年も順調にオープンデータが増加



• 便ごとのバス停通過時刻、緯度経
度情報などをリアルタイム公開
– Protocol Buffer形式

• 混雑情報も提供可能
– 2020年より宇野バス、横浜市交通局が対応

GTFSリアルタイム（バスロケ）提供も増加中（ 57事業者）


